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日没時間が早まります
歩行者・自転車の見落としに注意しましょう

まだ、買物や帰宅など、人が動いている時間帯に暗くなるため、
歩行者や自転車の発見が遅れるなど
交通事故の危険性が高まります。

夜間、深夜の事故防止 高齢者が事故に遭うケースが多い

交差点事故をなくそう
歩行者・自転車 再確認

《過労運転の防止》
○ 「ぼ～っと」すると、目は開いていても、見えていません 「その運転、大変危険です」
○ こまめに休憩をとりましょう （2時間走行15分休憩）

バックする時 「たぶんいないだろう･･･」は、ダメ

信号待ち車への追突 漫然運転、わき見運転に注意しましょう

～2時間走行、15分休憩～

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

早朝５時 浦河町 国道236号
軽乗用車と対向車線のワゴン車が正面衝突

合わせて９人病院に搬送
◇目がかゆいは、眠気のサイン 運転時の休憩は、２時間ごとに◇
◇2時間走行、15分休憩 守ろう 自分の命、他人の命◇

２０２４／１０／１４（月）
１４日午前５時半ごろ、浦河町西舎の国道２３６号線で、軽乗用車と対向車線を走っていたワゴン車が衝突し

ました。この事故で、軽乗用車の運転手１人と、ワゴン車に乗っていた８人の合わせて９人が胸を強く打つなど
して病院に運ばれました。いずれも意識はあり命に別状はないということです。現場は片側１車線の直線道路。

早朝６時 国道の信号のない場所
横断していた高齢女性 乗用車にはねられ死亡

◇夜間、早朝も道路を横断する歩行者がいます◇
◇夜間、早朝、「人はいないだろう」と・・・漫然と運転することは危険です◇
◇夜間は、歩行者が見えづらくなるので、「ハイビーム」を活用しましょう◇
◇真っ暗な早朝に、車道を散歩してる高齢者を見かけることがあります◇

２０２４／１０／１４（月）
１４日午前６時１０分ごろ道、岡山県の国道の信号のない場所を渡っていた近くに住む男性（９４）が乗用車にはね

られ、病院に運ばれましたが、約１時間後に死亡しました。現場は見通しの良い直線道路。

横断歩道のない場所 横断中の高齢男性
トラックにはねられ死亡

現場は見通しのよい、片側１車線の直線道路
◇横断歩道のない場所･･･「渡ってくるかもしれない」 かもしれない運転で、事故防止◇

◇見通しが良くても･･･◇
◇気のゆるみ 事故は一瞬 命はひとつ◇

◇ 「ぼーっと運転」、漫然運転は死亡事故リスクが高い！◇
◇ながら(スマホ）運転、ナビを見ながら運転、わき見運転、重大事故◇

２０２４／１０／１２（土）
１２日午後１時２０分ごろ、鹿児島県の横断歩道のない場所で、道路を渡っていた近くに住む男性（７５）が、

男性（６１）が運転するトラックにはねられ搬送先の病院で死亡しました。現場は見通しのよい直線道路。


